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(57)【要約】
　本文は、ビデオ画面調整方法、装置、コンピュータ装
置および記憶媒体を開示した。前記ビデオ画面調整方法
は、参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、プリセッ
ト条件を満たす人の目の快適性パラメータに対応するプ
リセットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を得る
ことと、前記参照ビデオと録画ビデオは、表示スクリー
ンを分割して表示される２つのビューであり、前記録画
ビデオの画面サイズと前記第１比較結果に基づき、前記
参照ビデオの画面サイズを調整することと、を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、最適である人の目の快適性パラメータに対応
するプリセットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を得ることと、
　前記参照ビデオと録画ビデオは、現在の表示スクリーンを分割して表示される２つのビ
ューであり、前記録画ビデオの画面サイズと前記第１比較結果に基づき、前記参照ビデオ
の画面サイズを調整することと、
　を含む、ビデオ画面調整方法。
【請求項２】
　前記録画ビデオの画面サイズと前記第１比較結果に基づき、前記参照ビデオの画面サイ
ズを調整することは、
　前記録画ビデオの画面サイズと前記第１比較結果に基づき、前記参照ビデオの画面サイ
ズに対して比例スケーリングの処理を行い、画面サイズが前記録画ビデオの画面サイズに
合致する、スケーリングされた参照ビデオを得ること、を含む、請求項１に記載のビデオ
画面調整方法。
【請求項３】
　前記録画ビデオの画面サイズと前記第１比較結果に基づき、前記参照ビデオの画面サイ
ズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケーリングされた参照ビデオを得ることは
、
　前記第１比較結果では前記第１アスペクト比が前記プリセットアスペクト比よりも小さ
いことに応答し、前記録画ビデオの画面サイズにおける画面の幅に基づき、前記参照ビデ
オの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、幅と同じである前記現在の表示
スクリーンに占める前記録画ビデオのスクリーンの幅と同じであるスケーリングされた参
照ビデオを得ること、を含む、請求項２に記載のビデオ画面調整方法。
【請求項４】
　前記スケーリングされた参照ビデオの画面の上部と下部の少なくとも１つは、予約エリ
アを含む、請求項３に記載のビデオ画面調整方法。
【請求項５】
　前記参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、プリセットアスペクト比とを比較し、第
１比較結果を得た後に、
　前記録画ビデオの画面の第２アスペクト比と、前記第１アスペクト比とを比較し、第２
比較結果を得ることをさらに含み、
　前記録画ビデオの画面サイズと前記第１比較結果に基づき、前記参照ビデオの画面サイ
ズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケーリングされた参照ビデオを得ることは
、
　前記録画ビデオの画面サイズ、前記第１比較結果と前記第２比較結果に基づき、前記参
照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケーリングされた参照
ビデオを得ることを含む、請求項２に記載のビデオ画面調整方法。
【請求項６】
　前記録画ビデオの画面サイズ、前記第１比較結果と前記第２比較結果に基づき、前記参
照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケーリングされた参照
ビデオを得ることは、
　前記第１比較結果では前記第１アスペクト比が前記プリセットアスペクト比以上であり
、前記第２比較結果では前記第１アスペクト比が前記第２アスペクト比よりも大きいこと
に応答し、前記録画ビデオの画面サイズにおける幅に基づき、前記参照ビデオの画面サイ
ズに対して比例スケーリングの処理を行い、幅と同じである前記現在の表示スクリーンに
占める前記録画ビデオのスクリーンの幅と同じであるスケーリングされた参照ビデオを得
て、前記録画ビデオの画面サイズにおける高さとプリセットされたトリミングルールに基
づき、前記スケーリングされた参照ビデオをトリミングすること、を含む、請求項５に記
載のビデオ画面調整方法。
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【請求項７】
　前記録画ビデオの画面サイズ、前記第１比較結果と前記第２比較結果に基づき、前記参
照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケーリングされた参照
ビデオを得ることは、
　前記第１比較結果では前記第１アスペクト比が前記プリセットアスペクト比以上であり
、前記第２比較結果では前記第１アスペクト比が前記第２アスペクト比よりも小さいこと
に応答し、前記録画ビデオの画面サイズにおける高さに基づき、前記参照ビデオの画面サ
イズに対して比例スケーリングの処理を行い、前記現在の表示スクリーンに占める前記録
画ビデオの高さと同じであるスケーリングされた参照ビデオを得て、前記録画ビデオの画
面サイズにおける幅とプリセットされたトリミングルールに基づき、前記スケーリングさ
れた参照ビデオをトリミングすること、を含む、請求項５に記載のビデオ画面調整方法。
【請求項８】
　前記プリセットされたトリミングルールは、均一トリミングルールと、揃えトリミング
ルールと、人物を識別するトリミングルールと、ユーザのコマンドに基づいて生成された
トリミングルールと、を含む、請求項６または７に記載のビデオ画面調整方法。
【請求項９】
　前記参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、プリセットアスペクト比とを比較し、第
１比較結果を得る前に、
　現在の端末装置のタイプを取得することと、
　端末装置のタイプとプリセットアスペクト比との予め確立された対応関係に基づき、前
記現在の端末装置のタイプに対応するプリセットアスペクト比を取得することと、をさら
に含む、請求項１に記載のビデオ画面調整方法。
【請求項１０】
　前記参照ビデオの画面サイズを調整することは、
　調整された参照ビデオの画面サイズを前記録画ビデオの画面サイズに合致させること、
を含む、請求項１に記載のビデオ画面調整方法。
【請求項１１】
　調整された参照ビデオと前記録画ビデオをターゲットビデオとして合成すること、をさ
らに含む、請求項１または１０に記載のビデオ画面調整方法。
【請求項１２】
　前記録画ビデオを録画するプロセスにおいて、調整された参照ビデオと前記録画ビデオ
をターゲットビデオとして合成すること、をさらに含む、請求項１～１０のいずれか１項
に記載のビデオ画面調整方法。
【請求項１３】
　参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、最適である人の目の快適性パラメータに対応
するプリセットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を得るように設定される第１比較
モジュールと、
　前記参照ビデオと録画ビデオは、現在の表示スクリーンを分割して表示される２つのビ
ューであり、前記録画ビデオの画面サイズと前記第１比較結果に基づき、前記参照ビデオ
の画面サイズを調整するように設定されるビデオ画面調整モジュールと、を備える、ビデ
オ画面調整装置。
【請求項１４】
　メモリおよびプロセッサを備えるコンピュータ装置であって、前記メモリにコンピュー
タプログラムが記憶されており、前記プロセッサが前記コンピュータプログラムを実行す
る際に、請求項１～１２のいずれか１項に記載のビデオ画面調整方法を実現する、コンピ
ュータ装置。
【請求項１５】
　コンピュータプログラムが記憶されているコンピュータ可読記憶媒体であって、前記コ
ンピュータプログラムがプロセッサに実行されると、請求項１～１２のいずれか１項に記
載のビデオ画面調整方法を実現する、コンピュータ可読記憶媒体。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、出願番号２０１８１１３２４６６２．９、出願日２０１８年１１月８日の中
国特許出願に基づいて提出し、該中国特許出願の優先権を主張するものであり、該中国特
許出願の全ての内容が引用により本開示に援用される。
【０００２】
　本開示は、ビデオ技術分野に関し、例えば、ビデオ画面調整方法、装置、コンピュータ
装置および記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ネットワーク技術とマルチメディア技術の発展に伴い、モバイル端末装置を利用してビ
デオを再生または録画することは、マルチメディア技術の重要な応用の一つとなっている
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　場合によって、ユーザは、画面にビデオを録画しながら、ユーザが関心のある参照ビデ
オを再生するニーズがある。しかし、参照ビデオおよび録画ビデオの録画装置または録画
方法が異なる可能性があるため、一貫性のないビデオ表示比率が発生してしまう。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示実施例は、分割スクリーンで録画した合成ビデオの表示効果を良くするビデオ画
面調整方法、装置、コンピュータ装置および記憶媒体を提供する。
【０００６】
　１つの実施例において、本開示実施例は、
　参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、最適である人の目の快適性パラメータに対応
するプリセットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を得ることと、
　前記参照ビデオと録画ビデオは、現在の表示スクリーンを分割して表示される２つのビ
ューであり、前記録画ビデオの画面サイズと前記第１比較結果に基づき、前記参照ビデオ
の画面サイズを調整することと、を含む、ビデオ画面調整方法を提供する。
【０００７】
　１つの実施例において、本開示実施例は、
　参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、最適である人の目の快適性パラメータに対応
するプリセットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を得るように設定される第１比較
モジュールと、
　前記参照ビデオと録画ビデオは、現在の表示スクリーンを分割して表示される２つのビ
ューであり、前記録画ビデオの画面サイズと前記第１比較結果に基づき、前記参照ビデオ
の画面サイズを調整するように設定されるビデオ画面調整モジュールと、を備える、ビデ
オ画面調整装置を提供する。
【０００８】
　１つの実施例において、本開示実施例は、メモリおよびプロセッサを備えるコンピュー
タ装置であって、前記メモリにコンピュータプログラムが記憶されており、前記プロセッ
サが前記コンピュータプログラムを実行する際に、
　参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、最適である人の目の快適性パラメータに対応
するプリセットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を得るステップ、
　前記参照ビデオと録画ビデオは、現在の表示スクリーンを分割して表示される２つのビ
ューであり、前記録画ビデオの画面サイズと前記第１比較結果に基づき、前記参照ビデオ
の画面サイズを調整するステップを実現するコンピュータ装置を提供する。
【０００９】
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　１つの実施例において、本開示実施例は、コンピュータプログラムが記憶されているコ
ンピュータ可読記憶媒体であって、前記コンピュータプログラムがプロセッサに実行され
ると、
　参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、最適である人の目の快適性パラメータに対応
するプリセットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を得ることと、
　前記参照ビデオと録画ビデオは、現在の表示スクリーンを分割して表示される２つのビ
ューであり、前記録画ビデオの画面サイズと前記第１比較結果に基づき、前記参照ビデオ
の画面サイズを調整するステップを実現するコンピュータ可読記憶媒体を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】１つの実施例に係るビデオ画面調整方法の適用環境図である。
【図２】１つの実施例に係るビデオ画面調整方法のフローチャートの模式図である。
【図３】１つの実施例に係る端末装置の表示画面の模式図である。
【図４】他の実施例に係るビデオ画面調整方法のフローチャートの模式図である。
【図５ａ】１つの実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図１である。
【図５ｂ】１つの実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図２である。
【図５ｃ】１つの実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図３である。
【図６ａ】他の実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図１である。
【図６ｂ】他の実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図２である。
【図６ｃ】他の実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図３である。
【図７ａ】更なる実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図１である。
【図７ｂ】更なる実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図２である。
【図７ｃ】更なる実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図３である。
【図８ａ】別の実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図１である。
【図８ｂ】別の実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図２である。
【図８ｃ】別の実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図３である。
【図９ａ】もう１つの実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図１である。
【図９ｂ】もう１つの実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図２である。
【図９ｃ】もう１つの実施例に係るビデオ画面調整方法の模式図３である。
【図１０】１つの実施例に係るビデオ画面調整装置の構造ブロック図である。
【図１１】他の実施例に係るビデオ画面調整装置の構造ブロック図である。
【図１２】更なる実施例に係るビデオ画面調整装置の構造ブロック図である。
【図１３】１つの実施例に係るコンピュータ装置の内部構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面および実施例に関連して本開示を詳細に説明する。ここで説明される具体的
な実施例は、本開示を解釈するためにのみ使用され、本開示を限定するために使用されな
い。
【００１２】
　本開示実施例に係るビデオ画面調整方法は、複数の種類の端末装置（複数の種類のパー
ソナルコンピュータ、ノートパソコン、スマートフォン、タブレットコンピュータまたは
ポータブルデバイスであってもよいが、それに限定されない）に適用されてもよい。
【００１３】
　図１に示すように、該端末装置１０は、プロセッサ１１と、メモリ１２と、システムバ
ス１３と、表示スクリーン１４と、ビデオ録画装置１５とを含んでもよい。ここで、プロ
セッサ１１と、メモリ１２と、表示スクリーン１４と、ビデオ録画装置１５とは、システ
ムバス１３を介して接続することができる。メモリ１２は、不揮発性の記憶媒体および／
または揮発性の記憶媒体を含むことができ、コンピュータプログラムを記憶することがで
きる。プロセッサ１１は、該コンピュータプログラムを実行する際に、本開示実施例に係
るビデオ画面調整方法を実現することができる。表示スクリーン１４は、液晶スクリーン
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や電子インクスクリーンであってもよく、録画ビデオおよび参照ビデオを表示するように
設定される。ビデオ録画装置１５は、カメラであってもよく、ビデオを録画するように設
定される。該端末装置は、分割スクリーンで録画することに用いられるアプリケーション
プログラムなどの複数の種類のアプリケーションプログラムもサポートできる。
【００１４】
　当業者であれば、図１に示す構造は、本開示の案に関連する一部の構造のブロック図に
すぎず、本開示の案が応用される上述した端末装置に対して限定するものではなく、実際
の端末装置は、図示しているよりも多くまたは少ない部品を含んでもよく、またはいくつ
かの部品を組み合わせてもよく、または異なる部品配置を有してもよいことを理解できる
。
【００１５】
　１つの実施例において、図２に示すように、ビデオ画面調整方法を提供し、該方法が図
１の端末装置に適用されることを例として説明し、以下のステップを含んでもよい。
【００１６】
　ステップ２０２において、参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、プリセットアスペ
クト比とを比較し、第１比較結果を得る。
【００１７】
　上記の参照ビデオは、端末装置に格納された完全なビデオであり、事前に格納されたビ
デオや事前に録画されたビデオであってもよく、ネットワークを介してダウンロードされ
たビデオなどであってもよい。プリセットアスペクト比に対応する人の目の快適性パラメ
ータは、プリセット条件を満たし、該プリセット条件は、プリセットアスペクト比に対応
する人の目の快適性パラメータが最適であると理解することができる。１つの実施例にお
いて、人の目の快適性パラメータが最適であることは、該人の目の快適性パラメータが属
する快適さがもっとも高いと理解することができ、すなわち、異なるビデオの画面のアス
ペクト比は、異なる人の目の快適性パラメータに対応することができる。例えば、プリセ
ットアスペクト比は、ユーザの大量の分割スクリーンで録画された合成ビデオに対する視
聴評価を統計することによって得ることができる。該分割スクリーンで録画された合成ビ
デオは、録画ビデオと参照ビデオとを含み、異なる合成ビデオにおいて録画ビデオのアス
ペクト比は異なってもよく、例えば、ユーザ評価がもっとも高い録画ビデオのアスペクト
比をプリセットアスペクト比として採用する。例として、プリセットアスペクト比は、３
：４、４：５、１：１、５：４、４：３または５：３などであってもよく、他のアスペク
ト比であってもよい。
【００１８】
　１つの実施例において、端末装置は、大量に録画されたビデオのアスペクト比を統計す
ることによって、録画されたビデオのアスペクト比に対する統計パラメータをプリセット
アスペクト比として取得し、該統計パラメータは平均値であってもよく、中央値であって
もよく、他の統計パラメータであってもよい。１つの実施例において、上述したプリセッ
トアスペクト比と端末装置のタイプに相関性もある。例えば、携帯電話に対するプリセッ
トアスペクト比とパーソナルコンピュータに対するプリセットアスペクト比は異なる。し
たがって、１つの実施例において、複数の種類の端末装置のタイプと複数のプリセットア
スペクト比との対応関係を予め確立し、該複数の種類の端末装置のタイプと複数のプリセ
ットアスペクト比との対応関係に基づき、現在の端末装置のタイプに対応するプリセット
アスペクト比を取得する。例えば、現在の端末装置が携帯のタイプである場合、プリセッ
トアスペクト比は、４：３であってもよく、現在の端末装置がパーソナルコンピュータの
タイプである場合、プリセットアスペクト比は、３：４であってもよい。
【００１９】
　１つの実施例において、予め複数の端末装置のタイプと複数のプリセットアスペクト比
との対応関係を確立することは、複数の種類の端末装置のうちの１つのタイプの端末装置
について、該タイプの端末装置を用いて録画されたビデオのアスペクト比を統計化するこ
とによって統計パラメータを取得し、統計パラメータに基づいて該タイプの端末装置に対
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応するプリセットアスペクト比を決定すること、を含んでもよい。また、プリセットアス
ペクト比は経験値であってもよく、ユーザまたは技術者によって大量の分割スクリーンで
の録画の実践経験から得られる。
【００２０】
　１つの実施例において、端末装置は、参照ビデオの画面の第１アスペクト比を取得する
。端末装置は、第１アスペクト比とプリセットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を
得る。例として、第１アスペクト比が２：１で、プリセットアスペクト比が３：４である
場合、第１比較結果では、第１アスペクト比がプリセットアスペクト比よりも大きく、第
１アスペクト比が３：４で、プリセットアスペクト比が１：１である場合、第１比較結果
では、第１アスペクト比がプリセットアスペクト比よりも小さい。好ましくは、参照ビデ
オの画面の第１アスペクト比を取得することは、参照ビデオの画面の幅と画面の高さを含
む画面サイズを取得し、参照ビデオの画面の高さと画面の幅との商を計算して参照ビデオ
の画面の第１アスペクト比とすること、を含む。
【００２１】
　ステップ２０４において、録画ビデオの画面サイズと第１比較結果に基づき、参照ビデ
オの画面サイズを調整する。
【００２２】
　参照ビデオと録画ビデオは、表示スクリーンを分割して表示される２つのビューであり
、参考ビデオと録画ビデオはそれぞれ左と右に表示されてもよいし、それぞれ上と下に表
示されてもよい。本開示の実施例において、参考ビデオと録画ビデオが左右に表示される
ことを例として詳細に説明する。例えば、参照ビデオは現在の表示画面の左側に表示され
、録画ビデオは現在の表示画面の右側に表示され、または、参照ビデオは現在の表示画面
の右側に表示され、録画ビデオは現在の表示画面の左側に表示される。なお、参照ビデオ
および録画ビデオが上下に表示される場合と、参照ビデオおよび録画ビデオが左右に表示
される場合とが対応しており、本開示の実施例において、繰り返し説明しない。参照ビデ
オは１つであってもよいし、さらに複数であってもよい。参照ビデオが複数である場合、
引き続き参照ビデオが１つである場合の技術案を採用し、複数の参照ビデオの画面サイズ
をそれぞれ調整してもよく、本開示の実施例において、繰り返し説明しない。
【００２３】
　図３に示すように、図１に結び付け、端末装置１０が分割スクリーンで録画する場合、
表示スクリーン１４の表示画面は、録画ビデオの画面と、参照ビデオの画面とを含んでも
よい。端末装置１０は、参照ビデオの画面の第１アスペクト比とプリセットアスペクト比
とを比較し、第１比較結果を得て、録画ビデオの画面サイズと第１比較結果に基づき、参
照ビデオの画面サイズを調整してもよく、端末装置は、録画コマンドを受信した後、ビデ
オ録画装置１５によって録画ビデオを撮影し、撮影した録画ビデオを、図３の録画ビデオ
の画面が示すように、表示スクリーン１４に表示する。端末装置１０は、表示スクリーン
でスクリーンを分割して録画ビデオを表示すると同時に、図３における参照ビデオの画面
が示すように、表示スクリーンでスクリーンを分割して調整後の参照ビデオを表示する。
端末装置１０は、録画が完了した後、または、録画するプロセスにおいて、録画ビデオと
調整後の参照ビデオを合成処理して合成後のビデオを得てもよく、端末装置１０は、合成
後のビデオをメモリ１２に保存してもよく、例えば、複数の種類のビデオ共有サイトのサ
ーバにアップロードし、または他の端末装置に送信するなど、通信ネットワークを介して
複製のビデオデータを共有してもよい。
【００２４】
　本実施例において、端末装置は、録画ビデオを録画する前に参照ビデオの画面サイズを
調整してもよいし、録画ビデオを録画するプロセスにおいて参照ビデオの画面サイズを調
整してもよい。
　１つの実施例において、端末装置は、録画ビデオの画面サイズと第１比較結果に基づき
、参照ビデオの画面サイズを調整する。ここで、録画ビデオの画面サイズは、ユーザが予
め設定した画面サイズまたは該端末装置がビデオを録画するデフォルトの画面サイズであ
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ってもよいし、他のものであってもよい。
【００２５】
　１つの実施例において、ユーザは録画ビデオの背景、参照または引き立てとして参照ビ
デオを採用するため、録画ビデオの画面完全性などがより高く要求され、参照ビデオの画
面サイズを調整することによって、ビデオ画面全体の協調性と鑑賞効果を高める。
【００２６】
　１つの実施例において、第１比較結果では第１アスペクト比がプリセットアスペクト比
よりも小さい場合、すなわち、人の目の快適性パラメータが最適なアスペクト比と比べて
、参照ビデオの画面がフラットであり、人の目でより快適に見えるように、録画ビデオの
画面サイズと第１比較結果に基づいて参照ビデオの画面を、参照ビデオの画面が現在の表
示スクリーンの録画ビデオの画面以外のエリアに完全に表示され、参照ビデオの画面と録
画ビデオの画面が視覚的に調和されるように調整し、画面の表示品質とユーザ視聴の快適
度を向上させる。
【００２７】
　１つの実施例において、第１比較結果では第１アスペクト比がプリセットアスペクト比
以上である場合、すなわち、人の目の快適性パラメータが最適なアスペクト比と比べて、
参照ビデオの画面がスリムであり、人の目でより快適に見えるように、録画ビデオの画面
サイズと第１比較結果に基づいて参照ビデオの画面を、参照ビデオの画面が現在の表示ス
クリーンの録画ビデオの画面以外のエリアにできるだけ大きく表示され、参照ビデオの画
面と録画ビデオの画面が視覚的に調和されるように調整し、画面の表示品質とユーザ視聴
の快適度を向上させる。
【００２８】
　上述したビデオ画面調整方法において、参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、プリ
セットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を得て、録画ビデオの画面サイズと第１比
較結果に基づき、参照ビデオの画面サイズを調整する。該プリセットアスペクト比が対応
する人の目の快適性パラメータは最適であるため、プリセットアスペクト比に応じて調整
された合成ビデオでは、表示スクリーンにスクリーンを分割して表示された録画ビデオの
画面と参照ビデオの画面が視覚的に調和されており、画面表示品質とユーザ視聴の快適度
を向上した。
【００２９】
　１つの実施例において、図４に示すように、ビデオ画面調整方法を提供し、以下のステ
ップを含んでもよい。
【００３０】
　ステップ４０２において、参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、プリセットアスペ
クト比とを比較し、第１比較結果を得る。
【００３１】
　ここで、プリセットアスペクト比に対応する人の目の快適性パラメータは、プリセット
条件を満たす。ステップ４０２の説明は、上述したステップ２０２を参照することができ
、ここでは繰り返し説明しない。
【００３２】
　ステップ４０４において、録画ビデオの画面サイズと第１比較結果に基づき、参照ビデ
オの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケーリングされた参照ビデオ
を得る。
【００３３】
　ここで、スケーリングされた参照ビデオの画面サイズは、録画ビデオの画面サイズに合
致する。ここで、比例スケーリングとは、参照ビデオの画面を全体的にスケーリングする
ことであり、画面の幅のスケーリング比率と画面の高さのスケーリング比率とは同じであ
り、参照ビデオの画面が変形して歪み、表示品質が低下する問題を回避する。
【００３４】
　１つの実施例において、スケーリングされた参照ビデオの画面サイズが録画ビデオの画
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面サイズに合致することは、スケーリングされた参照ビデオの画面サイズが録画ビデオの
画面サイズと同じであるか、またはスケーリングされた参照ビデオの画面サイズが録画ビ
デオの画面サイズに近似しているか、またはスケーリングされた参照ビデオの画面サイズ
が録画ビデオの画面サイズと、画面の幅又は画面の高さであってもよい１つの次元におい
て同じかまたは近似している。
【００３５】
　例として、スケーリングされた参照ビデオの画面サイズが録画ビデオの画面サイズに近
似していることは、（１）参照ビデオの画面サイズにおける画面の幅が録画ビデオの画面
サイズにおける画面の幅と等しく、かつ、参照ビデオの画面サイズにおける画面の高さと
録画ビデオの画面サイズにおける画面の高さとの差は、プリセットの高さの閾値よりも小
さくてもよく、または（２）参照ビデオの画面サイズにおける画面の高さが録画ビデオの
画面サイズにおける画面の高さと同じであり、かつ、参照ビデオの画面サイズにおける画
面の幅と録画ビデオの画面サイズにおける画面の幅との差はプリセットの幅の閾値よりも
小さくてもよく、さらに（３）参照ビデオの画面サイズにおける画面の高さと録画ビデオ
の画面サイズにおける画面の高さとの差はプリセットの高さの閾値より小さく、かつ、参
照ビデオの画面サイズにおける画面の幅と録画ビデオの画面サイズにおける画面の幅との
差はプリセットの幅の閾値よりも小さくてもよい。プリセットの幅の閾値は、録画ビデオ
の画面サイズにおける画面の幅のパーセンテージ、例えば１％、２％または５％などであ
ってもよい。
【００３６】
　１つの実施例において、スケーリングされた参照ビデオの画面サイズが録画ビデオの画
面サイズに合致することは、参照ビデオおよび録画ビデオが表示スクリーンにスクリーン
を分割して表示する２つのビューの画面サイズは同じであり、かつ、該２つのビューは密
接に貼り合わされ、すなわち、２つのビューの結合部に予約エリアが存在しなくてもよい
。例として、該予約エリアは黒い縁であってもよい。
【００３７】
　１つの実施例において、録画ビデオの画面サイズと第１比較結果に基づき、参照ビデオ
の画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケーリングされた参照ビデオを
得ることは、第１比較結果では第１アスペクト比がプリセットアスペクト比よりも小さい
場合、端末装置は、録画ビデオの画面サイズにおける画面の幅に基づき、参照ビデオの画
面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケーリングされた参照ビデオを得る
こと、を含んでもよい。
【００３８】
　１つの実施例において、表示スクリーンに占めるスケーリングされた参照ビデオのスク
リーンの幅は、表示スクリーンに占める録画ビデオのスクリーンの幅と同じである。１つ
の実施例において、録画ビデオの画面サイズにおける画面の幅に基づき、参照ビデオの画
面サイズに対して比例スケーリングの処理を行うことは、参照ビデオの画面サイズにおけ
る画面の幅と録画ビデオの画面サイズにおける画面の幅との幅の比を計算し、幅の比に基
づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリング処理を行うこと、を含んでもよ
い。
【００３９】
　例として、図５ａを参照し、第１アスペクト比が５：４であり、プリセットアスペクト
比が４：３であり、録画ビデオの画面の第２アスペクト比が１６：９である場合、参照ビ
デオと録画ビデオの表示スクリーンへの表示の模式図を示し、ここで、第１アスペクト比
はプリセットアスペクト比よりも小さい。図５ｂを参照し、録画ビデオの画面サイズにお
ける画面の幅に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリング処理を行った
後の参照ビデオの模式図を示し、スケーリングされた参照ビデオと録画ビデオとが表示ス
クリーンに占めるスクリーンの幅が同じであり、スケーリングされた参照ビデオの画面の
上部と下部に黒い縁が含まれている。図５ｃを参照し、スケーリングされた参照ビデオと
録画ビデオの表示スクリーンへの表示の模式図を示す。
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【００４０】
　例として、図６ａを参照し、第１アスペクト比が１：１であり、プリセットアスペクト
比が４：３であり、録画ビデオの画面の第２アスペクト比が８：７である場合、参照ビデ
オと録画ビデオの表示スクリーンへの表示の模式図を示し、ここで、第１アスペクト比は
プリセットアスペクト比よりも小さい。図６ｂを参照し、録画ビデオの画面サイズにおけ
る画面の幅に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリング処理を行った後
の参照ビデオの模式図を示し、スケーリングされた参照ビデオと録画ビデオとが表示スク
リーンに占めるスクリーンの幅が同じであり、スケーリングされた参照ビデオの画面の上
部と下部に黒い縁が含まれている。図６ｃを参照し、スケーリングされた参照ビデオと録
画ビデオの表示スクリーンへの表示の模式図を示す。
【００４１】
　好ましくは、本実施例において、スケーリングされた参照ビデオの画面の上部および／
または下部は予約エリアを含む。端末装置は、ユーザのコマンドまたはプリセットの指示
に従って、録画ビデオに対する参照ビデオの相対的な表示位置を調整することができるた
め、該相対的な表示位置が上に偏る場合、スケーリングされた参照ビデオの画面の上部に
は、予約エリアが含まれてもよく、下部には予約エリアが含まれない。該相対的な表示位
置が下に偏る場合、スケーリングされた参照ビデオの画面の下部には、予約エリアが含ま
れてもよく、上部には予約エリアが含まれない。該相対表示位置が中央にある場合、スケ
ーリングされた参照ビデオの画面の上部には予約エリアが含まれてもよく、下部にも予約
エリアが含まれてもよい。１つの実施例において、参照ビデオの画面の第１アスペクト比
と、プリセットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を得た後、該ビデオ画面調整方法
は、端末装置が録画ビデオの画面の第２アスペクト比と、第１アスペクト比とを比較し、
第２比較結果を得ることをさらに含んでもよい。好ましくは、ステップ「録画ビデオの画
面サイズと第１比較結果に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの
処理を行い、スケーリングされた参照ビデオを得る」は、録画ビデオの画面サイズ、第１
比較結果と第２比較結果に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの
処理を行い、スケーリングされた参照ビデオを得ることを含んでもよい。
【００４２】
　好ましくは、端末装置は、録画ビデオの画面サイズの第２アスペクト比を取得し、第２
アスペクト比とプリセットアスペクト比とを比較し、第２比較結果を得る。例として、第
２アスペクト比が１：１で、プリセットアスペクト比が３：４である場合、第２比較結果
は、第２アスペクト比がプリセットアスペクト比よりも大きく、第２アスペクト比が５：
４で、プリセットアスペクト比が４：３である場合、第２比較結果は、第２アスペクト比
がプリセットアスペクト比よりも小さい。好ましくは、録画ビデオの画面の第２アスペク
ト比を取得することは、録画ビデオの画面の幅と画面の高さを含む画面サイズを取得し、
録画ビデオの画面の高さと画面の幅との商を計算して録画ビデオの画面の第２アスペクト
比とすること、を含む。
【００４３】
　１つの実施例において、録画ビデオの画面サイズ、第１比較結果と第２比較結果に基づ
き、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケーリングされ
た参照ビデオを得ることは、第１比較結果では第１アスペクト比がプリセットアスペクト
比以上であり、第２比較結果では第１アスペクト比が第２アスペクト比よりも大きい場合
、録画ビデオの画面サイズにおける幅に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例ス
ケーリングの処理を行い、表示スクリーンに占める録画ビデオのスクリーンの幅と同じで
あるスケーリングされた参照ビデオを得て、録画ビデオの画面サイズにおける高さとプリ
セットされたトリミングルールに基づき、スケーリングされた参照ビデオをトリミングす
ること、を含んでもよい。ここで、録画ビデオの画面サイズにおける高さとプリセットさ
れたトリミングルールに基づき、スケーリングされた参照ビデオをトリミングすることは
、録画ビデオの画面サイズにおける高さに基づき、スケーリングされた参照ビデオの画面
において、超えた高さの部分をトリミングすること、を含んでもよい。なお、超えた高さ
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の部分は、参照ビデオの画面の高さ方向の両端からトリミングしてもよいし、片端のみを
トリミングしてもよい。
【００４４】
　例として、図７ａを参照し、第１アスペクト比が２：１であり、プリセットアスペクト
比が４：３であり、録画ビデオの画面の第２アスペクト比が１６：９である場合、参照ビ
デオと録画ビデオの表示スクリーンへの表示の模式図を示し、ここで、第１アスペクト比
はプリセットアスペクト比より大きく、かつ、第１アスペクト比は第２アスペクト比より
も大きい。図７ｂを参照し、録画ビデオの画面サイズにおける画面の幅に基づき、参照ビ
デオの画面サイズに対して比例スケーリング処理を行い、および録画ビデオの画面サイズ
における画面の高さに基づき、スケーリングされた参照ビデオに対してトリミング処理を
行う模式図を示す。図７ｃを参照し、スケーリングおよびトリミング処理後の参照ビデオ
と録画ビデオの表示スクリーンへの表示の模式図を示し、両者が表示スクリーンで表示さ
れる際に占めるスクリーンサイズは同じである。
【００４５】
　例として、図８ａを参照し、第１アスペクト比が４：３であり、プリセットアスペクト
比が４：３であり、録画ビデオの画面の第２アスペクト比が８：７である場合、参照ビデ
オと録画ビデオの表示スクリーンへの表示の模式図を示し、ここで、第１アスペクト比は
プリセットアスペクト比と等しく、かつ、第１アスペクト比は第２アスペクト比よりも大
きい。図８ｂを参照し、録画ビデオの画面サイズにおける画面の幅に基づき、参照ビデオ
の画面サイズに対して比例スケーリング処理を行い、および録画ビデオの画面サイズにお
ける画面の高さに基づき、スケーリングされた参照ビデオに対してトリミング処理を行う
模式図を示す。図８ｃを参照し、スケーリングおよびトリミング処理後の参照ビデオと録
画ビデオの表示スクリーンへの表示の模式図を示し、両者が表示スクリーンで表示される
際に占めるスクリーンサイズは同じである。
【００４６】
　１つの実施例において、録画ビデオの画面サイズ、第１比較結果と第２比較結果に基づ
き、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケーリングされ
た参照ビデオを得ることは、第１比較結果では第１アスペクト比がプリセットアスペクト
比以上であり、第２比較結果では第１アスペクト比が第２アスペクト比よりも小さい場合
、録画ビデオの画面サイズにおける高さに基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例
スケーリングの処理を行い、表示スクリーンに占める録画ビデオのスクリーンの高さと同
じであるスケーリングされた参照ビデオを得て、録画ビデオの画面サイズにおける幅とプ
リセットされたトリミングルールに基づき、スケーリングされた参照ビデオをトリミング
すること、を含んでもよい。ここで、録画ビデオの画面サイズにおける幅とプリセットさ
れたトリミングルールに基づき、スケーリングされた参照ビデオをトリミングすることは
、録画ビデオの画面サイズにおける幅に基づき、スケーリングされた参照ビデオの画面に
おいて、超えた幅の部分をトリミングすること、を含んでもよい。なお、超えた幅の部分
は、参照ビデオの画面の幅方向の両端からトリミングしてもよいし、片端のみをトリミン
グしてもよい。
【００４７】
　該実施例において、録画ビデオの画面サイズにおける高さに基づき、参照ビデオの画面
サイズに対して比例スケーリングの処理を行うことは、参照ビデオの画面サイズにおける
画面の高さと録画ビデオの画面サイズにおける画面の高さとの高さの比を計算し、高さの
比に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリング処理を行うこと、を含ん
でもよい。
【００４８】
　例として、図９ａを参照し、第１アスペクト比が４：３であり、プリセットアスペクト
比が４：３であり、録画ビデオの画面の第２アスペクト比が１６：９である場合、参照ビ
デオと録画ビデオの表示スクリーンへの表示の模式図を示し、ここで、第１アスペクト比
はプリセットアスペクト比と等しく、かつ、第１アスペクト比は第２アスペクト比よりも
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小さい。図９ｂを参照し、録画ビデオの画面サイズにおける画面の高さに基づき、参照ビ
デオの画面サイズに対して比例スケーリング処理を行い、および録画ビデオの画面サイズ
における画面の幅に基づき、スケーリングされた参照ビデオに対してトリミング処理を行
う模式図を示す。図９ｃを参照し、スケーリングおよびトリミング処理後の参照ビデオと
録画ビデオの表示スクリーンへの表示の模式図を示し、両者が表示スクリーンで表示され
る際に占めるスクリーンサイズは同じである。
【００４９】
　１つの実施例において、録画ビデオの画面サイズ、第１比較結果と第２比較結果に基づ
き、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケーリングされ
た参照ビデオを得ることは、第１比較結果では第１アスペクト比がプリセットアスペクト
比以上であり、第２比較結果では第１アスペクト比が第２アスペクト比と等しい場合、録
画ビデオの画面サイズにおける幅または高さに基づき、参照ビデオの画面サイズに対して
比例スケーリングの処理を行い、表示スクリーンに占める録画ビデオのスクリーンのサイ
ズが同じであるスケーリングされた参照ビデオを得ること、を含んでもよい。
【００５０】
　１つの実施例において、プリセットされたトリミングルールは、均一トリミングルール
と、揃えトリミングルールと、人物を識別するトリミングルールと、ユーザのコマンドに
基づいて生成されたトリミングルールと、を含む。例えば、録画ビデオの画面サイズおよ
び／または予め組み入れた画像認識技術により、スケーリングされた参照ビデオの画面の
ターゲットエリアを識別してから、トリミングルールに従って、ターゲットエリアをトリ
ミングしてもよい。均一トリミングルールは、ターゲットエリアの位置座標を取得するこ
とにより、ターゲットエリアの上下、左、右の４つの位置のエリアに対して比例トリミン
グを行うことであってもよく、左右揃えトリミングは、ターゲットエリアを左揃えまたは
右揃えにすることにより、余分なエリアをトリミングすることであってもよく、人物を識
別するトリミングは、ターゲット人物のキーポイントの座標を識別し、ターゲット人物の
キーポイント以外の他のエリアに対して、トリミングを行うことであってもよく、ユーザ
のコマンドに基づいて生成されたトリミングルールは、リアルタイムでユーザのコマンド
に基づいて該コマンドに対応するトリミングルールを選択し、トリミングを行うことであ
ってもよく、例えばユーザのコマンドが第１コマンドである場合、均一トリミングルール
を選択してもよい。
【００５１】
　上述したビデオ画面調整方法において、参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、プリ
セットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を得て、録画ビデオの画面サイズと第１比
較結果に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケ
ーリングされた参照ビデオを得ることにより、スケーリングされた参照ビデオが録画ビデ
オの画面サイズに合致し、該プリセットアスペクト比が対応する人の目の快適性パラメー
タが最適であるため、表示スクリーンにスクリーンを分割して表示される録画ビデオの画
面と参照ビデオの画面が視覚的に調和し、画面表示の品質とユーザの快適度を向上すると
同時に、調整プロセスにおいて参照ビデオの画面が変形によって歪み、表示品質が低下す
るという問題を回避している。
【００５２】
　１つの実施例において、提供するビデオ画面調整方法は、録画ビデオを録画するプロセ
スにおいて、調整された参照ビデオと録画ビデオをターゲットビデオとして合成すること
、をさらに含んでもよい。すなわち、該録画ビデオを録画するプロセスにおいて、調整さ
れた参照ビデオのビデオフレームと、該録画ビデオの録画済みのビデオフレームとを合成
し、ターゲットビデオのビデオフレームを生成する。なお、合成が行われる１組の参照ビ
デオのビデオフレームと録画ビデオのビデオフレームは、現在の表示スクリーンで再生さ
れる際に、同じタイムスタンプを有する。本実施例において、録画するプロセスにおいて
録画ビデオと参照ビデオの合成を行うため、録画が完了してからビデオの合成を開始する
より、もっと効率的である。
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【００５３】
　なお、図２および図４のフローチャートの複数のステップは、矢印の指示に従って順次
表示されるが、これらのステップは、必ずしも矢印の順序で順次実行されるものではない
。本文で明示的に説明されていない限り、これらのステップの実行は厳密な順序制限がな
く、これらのステップは他の順序で実行されてもよい。また、図２および図４の少なくと
も一部のステップは、複数のサブステップまたは複数のフェーズを含んでもよく、これら
のサブステップまたはフェーズは、必ずしも同じ時点で実行されるものではなく、異なる
時点で実行されてもよい。これらのサブステップまたはフェーズの実行順序も、必ずしも
順次に行われるものではなく、他のステップまたは他のステップのサブステップまたはフ
ェーズの少なくとも一部と順番にまたは交互に実行されてもよい。
【００５４】
　１つの実施例において、図１０に示すように、ビデオ画面調整装置１０００を提供し、
第１比較モジュール１００１と、ビデオ画面調整モジュール１００２と、を備えてもよい
。
【００５５】
　第１比較モジュール１００１は、参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、プリセット
条件を満たす人の目の快適性パラメータに対応するプリセットアスペクト比とを比較し、
第１比較結果を得るように設定される。
【００５６】
　ビデオ画面調整モジュール１００２は、参照ビデオと録画ビデオが表示スクリーンを分
割して表示される２つのビューであり、録画ビデオの画面サイズと第１比較結果に基づき
、参照ビデオの画面サイズを調整するように設定される。
【００５７】
　１つの実施例において、図１１に示すように、ビデオ画面調整モジュール１００２は、
録画ビデオの画面サイズと第１比較結果に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例
スケーリングの処理を行い、画面サイズが録画ビデオの画面サイズに合致する、スケーリ
ングされた参照ビデオを得るように設定される第１ビデオ画面調整ユニット１００２１、
を備えてもよい。
【００５８】
　１つの実施例において、第１ビデオ画面調整ユニット１００２１は、第１比較結果では
第１アスペクト比がプリセットアスペクト比よりも小さい場合、録画ビデオの画面サイズ
における画面の幅に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を
行い、表示スクリーンに占める録画ビデオのスクリーンの幅と同じであるスケーリングさ
れた参照ビデオを得るように設定される。
【００５９】
　好ましくは、スケーリングされた参照ビデオの画面の上部および／または下部は予約エ
リアを含む。
【００６０】
　１つの実施例において、図１２に示すように、ビデオ画面調整装置１０００は、録画ビ
デオの画面の第２アスペクト比と、第１アスペクト比とを比較し、第２比較結果を得るよ
うに設定される第２比較モジュール１００３、をさらに備えてもよい。該実施例において
、ビデオ画面調整モジュール１００２は、録画ビデオの画面サイズ、第１比較結果と第２
比較結果に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、ス
ケーリングされた参照ビデオを得るように設定される第２ビデオ画面調整ユニット１００
２２を備えてもよい。
【００６１】
　好ましくは、第２ビデオ画面調整ユニット１００２２は、第１比較結果では第１アスペ
クト比がプリセットアスペクト比以上であり、第２比較結果では第１アスペクト比が第２
アスペクト比よりも大きい場合、録画ビデオの画面サイズにおける幅に基づき、参照ビデ
オの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、表示スクリーンに占める録画ビ
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デオのスクリーンの幅と同じであるスケーリングされた参照ビデオを得て、録画ビデオの
画面サイズにおける高さとプリセットされたトリミングルールに基づき、スケーリングさ
れた参照ビデオをトリミングするように設定される。
【００６２】
　好ましくは、第２ビデオ画面調整ユニット１００２２は、第１比較結果では第１アスペ
クト比がプリセットアスペクト比以上であり、第２比較結果では第１アスペクト比が第２
アスペクト比よりも小さい場合、録画ビデオの画面サイズにおける高さに基づき、参照ビ
デオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、表示スクリーンに占める録画
ビデオのスクリーンの高さと同じであるスケーリングされた参照ビデオを得て、録画ビデ
オの画面サイズにおける幅とプリセットされたトリミングルールに基づき、スケーリング
された参照ビデオをトリミングするように設定される。
【００６３】
　好ましくは、プリセットされたトリミングルールは、均一トリミングルールと、揃えト
リミングルールと、人物を識別するトリミングルールと、ユーザのコマンドに基づいて生
成されたトリミングルールと、を含む。
【００６４】
　好ましくは、ビデオ画面調整装置１０００は、現在の端末装置のタイプを取得するよう
に設定される装置タイプ取得モジュールと、複数の種類の端末装置のタイプと複数のプリ
セットアスペクト比との予め確立された対応関係に基づき、現在の端末装置のタイプに対
応するプリセットアスペクト比を取得するように設定されるプリセットアスペクト比取得
モジュールと、をさらに備えてもよい。
【００６５】
　好ましくは、図１２に示すように、ビデオ画面調整装置１０００は、録画ビデオを録画
するプロセスにおいて、調整された参照ビデオと録画ビデオをターゲットビデオとして合
成するように設定されるビデオ合成モジュール１００４、をさらに備えてもよい。
【００６６】
　上述したビデオ画面調整装置において、参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、プリ
セットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を得て、録画ビデオの画面サイズと第１比
較結果に基づき、参照ビデオの画面サイズを調整する。該プリセットアスペクト比が対応
する人の目の快適性パラメータは最適であるため、表示スクリーンにスクリーンを分割し
て表示された録画ビデオの画面と参照ビデオの画面が視覚的に調和されており、画面表示
品質とユーザ視聴の快適度を向上した。
【００６７】
　ビデオ画面調整装置の具体的な限定については、上述したビデオ画面調整方法の限定を
参照することができ、ここでは繰り返し説明しない。上述したビデオ画面調整装置におけ
る複数のモジュールの全部または一部は、ソフトウェア、ハードウェア、およびこれらの
組み合わせによって実現されてもよい。上述した複数のモジュールは、コンピュータ装置
内のプロセッサにハードウェアの形で埋め込まれてもよく、または独立してもよく、上述
した複数のモジュールが対応する動作の起動と実行を容易にするために、コンピュータ装
置内のメモリにソフトウェアの形で記憶されてもよい。
【００６８】
　１つの実施例において、コンピュータ装置を提供し、該コンピュータ装置は端末であっ
てもよく、その内部構造図は、図１３に示すものであってもよい。該コンピュータ装置は
、システムバスを介して接続されたプロセッサ、メモリ、ネットワークインターフェース
、ディスプレイ、入力装置、およびビデオ録画装置を含む。該コンピュータ装置のプロセ
ッサは、計算および制御機能を提供するように設定される。該コンピュータ装置のメモリ
は不揮発性記憶媒体と内部メモリを含む。該不揮発性記憶媒体には、オペレーティングシ
ステムとコンピュータプログラムとが記憶されている。該内部メモリは、不揮発性記憶媒
体におけるオペレーティングシステムとコンピュータプログラムの実行に環境を提供する
。該コンピュータ装置のネットワークインターフェースは、外部の端末とネットワークを
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介して通信するように設定される。該コンピュータプログラムはプロセッサによって実行
されると、本開示のいずれかの実施例に記載のビデオ画面調整方法を実現する。該コンピ
ュータ装置のディスプレイは、液晶ディスプレイまたは電子インクディスプレイであって
もよく、該コンピュータ装置の入力装置は、ディスプレイを覆うタッチ層であってもよく
、コンピュータ装置のハウジングに設けられたボタン、トラックボール、またはタッチパ
ネルであってもよく、接続された外部のキーボード、タッチパネルまたはマウスなどであ
ってもよい。該コンピュータ装置のビデオ録画装置は、ビデオを録画するように設定され
るカメラであってもよい。
【００６９】
　当業者であれば、図１３に示す構造は、本開示の案に関連する一部の構造のブロック図
にすぎず、本開示の案が応用される上述したコンピュータ装置に対して限定するものでは
なく、実際のコンピュータ装置は、図示しているよりも多くまたは少ない部品を含んでも
よく、またはいくつかの部品を組み合わせてもよく、または異なる部品配置を有してもよ
いことを理解できる。
【００７０】
　１つの実施例において、メモリおよびプロセッサを備えるコンピュータ装置であって、
メモリにコンピュータプログラムが記憶されており、該プロセッサがコンピュータプログ
ラムを実行する際に、
　参照ビデオの画面の第１アスペクト比と、プリセット条件を満たす人の目の快適性パラ
メータに対応するプリセットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を得るステップ、参
照ビデオと録画ビデオは、表示スクリーンを分割して表示される２つのビューであり、録
画ビデオの画面サイズと第１比較結果に基づき、参照ビデオの画面サイズを調整するステ
ップを含むコンピュータ装置を提供する。
【００７１】
　１つの実施例において、プロセッサがコンピュータプログラムを実行する際に、録画ビ
デオの画面サイズと第１比較結果に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケー
リングの処理を行い、画面サイズが録画ビデオの画面サイズに合致する、スケーリングさ
れた参照ビデオを得るステップをさらに実現する。
【００７２】
　１つの実施例において、プロセッサがコンピュータプログラムを実行する際に、第１比
較結果では第１アスペクト比がプリセットアスペクト比よりも小さい場合、録画ビデオの
画面サイズにおける画面の幅に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリン
グの処理を行い、表示スクリーンに占める録画ビデオのスクリーンの幅と同じであるスケ
ーリングされた参照ビデオを得るステップをさらに実現する。
【００７３】
　１つの実施例において、スケーリングされた参照ビデオの画面の上部および／または下
部は予約エリアを含む。
【００７４】
　１つの実施例において、プロセッサがコンピュータプログラムを実行する際に、録画ビ
デオの画面の第２アスペクト比と、第１アスペクト比とを比較し、第２比較結果を得るス
テップ、録画ビデオの画面サイズ、第１比較結果と第２比較結果に基づき、参照ビデオの
画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケーリングされた参照ビデオを得
るステップをさらに実現する。
【００７５】
　１つの実施例において、プロセッサがコンピュータプログラムを実行する際に、第１比
較結果では第１アスペクト比がプリセットアスペクト比以上であり、第２比較結果では第
１アスペクト比が第２アスペクト比よりも大きい場合、録画ビデオの画面サイズにおける
幅に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、表示スク
リーンに占める録画ビデオのスクリーンの幅と同じであるスケーリングされた参照ビデオ
を得て、録画ビデオの画面サイズにおける高さとプリセットされたトリミングルールに基



(16) JP 2021-528024 A 2021.10.14

10

20

30

40

50

づき、スケーリングされた参照ビデオをトリミングするステップをさらに実現する。
【００７６】
　１つの実施例において、プロセッサがコンピュータプログラムを実行する際に、第１比
較結果では第１アスペクト比がプリセットアスペクト比以上であり、第２比較結果では第
１アスペクト比が第２アスペクト比よりも小さい場合、録画ビデオの画面サイズにおける
高さに基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、表示ス
クリーンに占める録画ビデオのスクリーンの高さと同じであるスケーリングされた参照ビ
デオを得て、録画ビデオの画面サイズにおける幅とプリセットされたトリミングルールに
基づき、スケーリングされた参照ビデオをトリミングするステップをさらに実現する。
【００７７】
　１つの実施例において、プリセットされたトリミングルールは、均一トリミングルール
と、揃えトリミングルールと、人物を識別するトリミングルールと、ユーザのコマンドに
基づいて生成されたトリミングルールと、を含む。
【００７８】
　１つの実施例において、プロセッサがコンピュータプログラムを実行する際に、現在の
端末装置のタイプを取得するステップ、複数の種類の端末装置のタイプと複数のプリセッ
トアスペクト比との予め確立された対応関係に基づき、現在の端末装置のタイプに対応す
るプリセットアスペクト比を取得するステップをさらに実現する。
【００７９】
　１つの実施例において、プロセッサがコンピュータプログラムを実行する際に、録画ビ
デオを録画するプロセスにおいて、調整された参照ビデオと録画ビデオをターゲットビデ
オとして合成するステップをさらに実現する。
【００８０】
　１つの実施例において、コンピュータプログラムが記憶されているコンピュータ可読記
憶媒体であって、コンピュータプログラムがプロセッサに実行されると、
　参照ビデオの画面サイズの第１アスペクト比と、プリセット条件を満たす人の目の快適
性パラメータに対応するプリセットアスペクト比とを比較し、第１比較結果を得るステッ
プ、参照ビデオと録画ビデオは、表示スクリーンを分割して表示される２つのビューであ
り、録画ビデオの画面サイズと第１比較結果に基づき、参照ビデオの画面サイズを調整す
るステップを含むコンピュータ可読記憶媒体を提供する。
【００８１】
　１つの実施例において、コンピュータプログラムがプロセッサに実行されると、録画ビ
デオの画面サイズと第１比較結果に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケー
リングの処理を行い、画面サイズが録画ビデオの画面サイズに合致する、スケーリングさ
れた参照ビデオを得るステップをさらに実現する。
【００８２】
　１つの実施例において、コンピュータプログラムがプロセッサに実行されると、第１比
較結果では第１アスペクト比がプリセットアスペクト比よりも小さい場合、録画ビデオの
画面サイズにおける画面の幅に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリン
グの処理を行い、表示スクリーンに占める録画ビデオのスクリーンの幅と同じであるスケ
ーリングされた参照ビデオを得るステップをさらに実現する。
【００８３】
　１つの実施例において、スケーリングされた参照ビデオの画面の上部および／または下
部は予約エリアを含む。
【００８４】
　１つの実施例において、コンピュータプログラムがプロセッサに実行されると、録画ビ
デオの画面の第２アスペクト比と、第１アスペクト比とを比較し、第２比較結果を得るス
テップ、録画ビデオの画面サイズ、第１比較結果と第２比較結果に基づき、参照ビデオの
画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、スケーリングされた参照ビデオを得
るステップをさらに実現する。
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【００８５】
　１つの実施例において、コンピュータプログラムがプロセッサに実行されると、第１比
較結果では第１アスペクト比がプリセットアスペクト比以上であり、第２比較結果では第
１アスペクト比が第２アスペクト比よりも大きい場合、録画ビデオの画面サイズにおける
幅に基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、表示スク
リーンに占める録画ビデオのスクリーンの幅と同じであるスケーリングされた参照ビデオ
を得て、録画ビデオの画面サイズにおける高さとプリセットされたトリミングルールに基
づき、スケーリングされた参照ビデオをトリミングするステップをさらに実現する。
【００８６】
　１つの実施例において、コンピュータプログラムがプロセッサに実行されると、第１比
較結果では第１アスペクト比がプリセットアスペクト比以上であり、第２比較結果では第
１アスペクト比が第２アスペクト比よりも小さい場合、録画ビデオの画面サイズにおける
高さに基づき、参照ビデオの画面サイズに対して比例スケーリングの処理を行い、表示ス
クリーンに占める録画ビデオのスクリーンの高さと同じであるスケーリングされた参照ビ
デオを得て、録画ビデオの画面サイズにおける幅とプリセットされたトリミングルールに
基づき、スケーリングされた参照ビデオをトリミングするステップをさらに実現する。
【００８７】
　１つの実施例において、プリセットされたトリミングルールは、均一トリミングルール
と、揃えトリミングルールと、人物を識別するトリミングルールと、ユーザのコマンドに
基づいて生成されたトリミングルールと、を含む。
【００８８】
　１つの実施例において、コンピュータプログラムがプロセッサに実行されると、現在の
端末装置のタイプを取得するステップ、複数の種類の端末装置のタイプと複数のプリセッ
トアスペクト比との予め確立された対応関係に基づき、現在の端末装置のタイプに対応す
るプリセットアスペクト比を取得するステップをさらに実現する。
【００８９】
　１つの実施例において、コンピュータプログラムがプロセッサに実行されると、録画ビ
デオを録画するプロセスにおいて、調整された参照ビデオと録画ビデオをターゲットビデ
オとして合成するステップをさらに実現する。
【００９０】
　当業者は、上述した実施例の方法の全部または一部のプロセスを実現することは、コン
ピュータプログラムを介して関連するハードウェアを命令することによって完了されても
よく、前記コンピュータプログラムは、１つの不揮発性のコンピュータ可読記憶媒体に記
憶されてもよく、該コンピュータプログラムが実行される場合、上述した方法の実施例の
プロセスを含んでもよいことを理解できる。本開示に係る複数の実施例で使用される、メ
モリ、記憶、データベース、または他の媒体に対するすべての引用は、いずれも不揮発性
および／または揮発性メモリを含んでもよい。不揮発性メモリは、読み出し専用メモリ（
Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（Ｐｒｏｇｒａｍ
ｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＰＲＯＭ）、電気的プログラマブルＲ
ＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ、ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能なプログラマブルＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ
ｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒ
ｙ、ＥＥＰＲＯＭ）、またはフラッシュメモリを含んでもよい。揮発性メモリは、ランダ
ムアクセスメモリ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＲＡＭ）または外部キ
ャッシュメモリを含んでもよい。限定するのではなく説明として、ＲＡＭは、例えば、ス
タティックＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＳＲＡ
Ｍ）、ダイナミックＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒ
ｙ、ＤＲＡＭ）、同期ＤＲＡＭ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏ
ｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＳＤＲＡＭ）、デュアルデータレートＳＤＲＡＭ（Ｄ
ｏｕｂｌｅ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄ
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ｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＤＤＲＳＤＲＡＭ）、エンハンスドＳＤＲＡＭ（Ｅ
ｎｈａｎｃｅｄ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＥＳＤＲＡＭ）、同期リンクＤＲＡＭ（Ｓｙｎｃｈｌｉｎｋ　Ｄｙｎ
ａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＳＬＤＲＡＭ）、ダイレクトメ
モリバスＲＡＭ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｒａｍｂｕｓ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏ
ｒｙ、ＲＤＲＡＭ）、ダイレクトメモリバスダイナミックＲＡＭ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｒａｍ
ｂｕｓ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＤＲＤＲＡＭ）
、およびメモリバスダイナミックＲＡＭ（Ｒａｍｂｕｓ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＲＤＲＡＭ）などの様々な形で入手可能である。
【００９１】
　以上の実施例における複数の技術的特徴は、任意の組み合わせを行ってもよく、説明を
簡潔にするために、上記実施例における複数の技術的特徴の全ての可能な組み合わせにつ
いて説明していないが、これらの技術的特徴の組み合わせに矛盾がない場合には、これら
の技術的特徴を組み合わせてもよい。
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【図２】

【図３】
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